
「ク リス マ ス ・キ ャ ロ ル 」に つ い て

「無 知 」と「欠 乏 」

早 尾 葉 子

デ ィケ ンズ の愛 読 者 で あ る私 は,最 近 の読 者 層 が 気 に な って,年 度 初

め に 「デ ィケ ンズ の作 品 を 日本 語 で も,ダ イ ジ ェス ト版 で で も良い か ら,

読 ん だ こ との あ る人 は?」 と学 生達 に 聞 い て み る。 「大 い な る遺 産 」 と

か 「オ リバ ー ・トウ ィス ト」 な どの比 較 的 人 気 の あ る作 品 の 名 を期 待 し

て 聞 くの だ が,返 って くる の は,一,二 の 学 生 の 「ク リス マ ス ・キ ャロ

ル 」 とい う返 事 で あ る 。他 はデ ィケ ンズ な ど読 ん だ こ と も ない,と の こ

とだ 。 そ れ が 毎 年 の よ う に続 くと,改 め て 「キ ャ ロル 」 を読 み 返 して み

よ う とい う気 に な った 。

こ の作 品 は デ ィケ ンズ の 他 の 作 品 と比べ る と大 変 短 か い。 長 編 小 説 の

10分 の1位 の長 さ とい って よ い だ ろ う。 また,子 供 向 きの童 話 と して 読

まれ る こ とが あ る く らい,プ ロ ッ トも明裸 で理 解 しやす い 。一 連 の ク リ

ス マ ス物 とい わ れ る作 品群 の一 番 初 め に書 か れ た物 語 で,炉 辺 で家 族 が

団欒 して い る時 に,一 人 が読 み皆 が 耳 を傾 け る に は ぴ っ た りの もの だ。

デ ィケ ンズ 自身 は こ の物 語 を 「は しが き」 でGhostlylittlebookと 呼 ん

で い る し,ま た タ イ トル の 正 式 名 はAChristmasCα 剛 伽1)rosebeinga

GhostStoryofChristmasで あ る。 幽 霊 話 で あ る か ら に は,読 者 を こわ が

らせ,ど き ど きさせ,最 後 に は現 実 に戻 って ほ っ と させ る もの だ ろ う。

た だ し,こ こで い う幽 霊 と,私 達 の考 え る幽 霊 と はい さ さか 違 う よ うだ 。

例 え ば 「四 谷 怪 談 」 の お 岩 や,「 番 町 皿屋 敷 」 の お 菊 の よ うに殺 され た

者 の怨 念 が形 とな っ て現 れ た もので は な くて,主 人 公 ス ク ル ー ジ を善 に

導 く;こ の 世 の もので は な い存 在 と して登 場 して い る。 ク リス マ ス の こ

の 時 に神 か ら遣 わ され た使 者 と もい え よ う。
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「ク リス マ ス ・キ ャロ ル」につ い て 「無 知 」と「欠乏 」

デ ィケ ンズ の小 説 は数 多 く映 画化 され て い るが,1988年 か ら1989年 に

か け て の冬 に,「 ク リスマ ス ・キ ャ ロル」 が舞 台 を現 代 にか え て 「三 人

の ゴ ー ス ト」 とい う邦 題 で 上 映 され て い た 。 私 は観 られ な か った が,

140年 以 上 も前 の物 語 の映 画 化 が 現 代 に も受 け入 れ られ て い る こ と に一

種 の感 概 を持 った もの だ 。

こ の物 語 は1843年12月 に,そ の年 の ク リスマ ス に向 け て 出版 され た 。

デ ィケ ンズ が31歳 の時 で,以 後,毎 年 の よ うに ク リスマ スの た め の 物 語

が 発 表 され た 。 「マ ー テ ィ ン ・チ ャズ ル ウ ィ ッ ト」 が1843年11月 か ら翌

年7月 にか けて 発 表 され て い る ので,そ れ と平行 して書 か れ た もので,

いつ もの よ うに月 刊 分 冊形 式 で発 表 され たの で はな く,単 行 本 と して発

表 され た 。1843年 は,日 本 で い え ば天 保14年 にあ た り,そ の2年 前 に 滝

沢 馬琴 が 「南 総 里 見 八 犬 伝 」 を発 表 して い る。 一 茶,良 寛 な ど も この 時

代 の 人 で あ る。 何 故 この 様 な こ と を気 にす るか とい う と,「 キ ャ ロル 」

第 一 節 で,デ ィケ ンズ は主 人 公 ス ク ル ー ジ につ い て,こ の よ う に言 って

い る か らだ 。

Eventheblindmen'sdogsappearedtoknowhim;andwhentheysaw

himcomingon,wouldtugtheirownersintodoorwaysandupcourts;and

thentheywouldwagtheirtailsasthough-theysaid,"noeyeatallisbet-

terthananevileye;darkmaster1"O

こ の よ うな時 代 に イギ リス に はす で に盲 導 犬 が い た とは,と 驚 い たの

で,日 本 を少 し振 り返 って み た の だ。

話 を も とに戻 そ う。 この 物 語 の あ ら筋 は い た って 明快 で あ る。 主 人公

は ロ ン ドンで 商売 を営 む孤 独 な 老 人 で,自 分 は独 力 で今 日の 地位 を築 い

た の だ か ら,貧 しい 人 に情 をか けた り,慈 善 の た め に金 を使 う な ど は真 っ.

平 だ とい うけ ち ん坊 だ 。貧 しい人 々 は努 力 が足 りな い のだ,『'とい う厳 し

い考 えの持 ち 主で,人 間 ば か りか,そ れ こそ 盲 導 犬 で さ え も顔 を合 せ た

くな い とい う類 の男 だ った 。

一16一



「ク リス マ ス ・キ ャロ ル」につ い て 「無 知 」と「欠 乏 」

さて,あ る年のクリスマス ・イヴのこと,ク リスマスを祝う食事に招

待 しにやって来た甥のブレッドに門前払いをくわせ,貧 民救済のための

募金を求めに来た世話人達 も例の持論で追い返 した後,帰 宅 してから

たった一人で自室に座っていると,か つて共同で事業をしていて,7年

前に死んでしまったマーレイの幽霊が現れる。マーレイはスクルージ同

様に,他 人のことなどに心を動かされたりせぬ,冷 酷で,か た くなで,

けちな男だった。そのマーレイがスクルージに向って,自 分の死後の苦

しみについて語る。自分は生前の利己主義のおかげで,死 んでからも救

われない。だから,せ めてお前だけは今のうちに悔い改めて,人 間らし

い心を持って くれ,と忠告 しに来たのである。これから三人の幽霊が次々

にスクルージのもとに訪れる。それらを受け入れるζとにより,スクルー

ジが自分のようにならないですむ機会が与えられ,望 みが出て くるとい

うのだ。スクルージは恐怖に震えなが ら床に着 く。やがて三人の幽霊が

マーレイの言葉通 りに次々にやってきて,様 々な情景を見せてくれる。

過去のクリスマスの幽霊はスクルージがまだ幼かった頃,貧 しかったが

いかに純真で明朗で,金 欲に毒されていなかったかを思い出させる。現

在のクリスマスの幽霊は,ス クルージの事務所で安月給で酷使 されてい

るボブ ・クラチ ットの貧 しいけれど暖かい家庭,足 の不自由な,や がて

は死ぬであろう末っ子ティムの状況を示す。さらに未来のクリスマスの

幽霊は,ス クルージが死んでも誰一人として悲 しむ者 もなく,死 体が着

ていたシャッさえも盗まれて売 り飛ばされる悲惨な姿 を指示す。

クリスマスの朝,目 覚めたスクルージは,そ の日から親切で陽気で気

前の良い善人になり,人 々から好かれるようになった。以上が物語の大

まかな要約である。簡単に言えば,再 生の物語であ り悪人がクリスマス

に善人 として生れかわるという内容で,こ のハ ッど一 ・エンドは前半の

スクルージの性格が酷薄に描かれていても,読 者を大いにほっとさせた

ことだろう。 この結末 と,ス クルージの幼い頃,若 い頃の,ク リスマス
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「ク リスマ ス ・・キ ャ ロル 」に つ い て 「無 知 」と「欠 乏 」

に何 の疑い も持 たずにそれ と一体化 している描写,甥 の家でのパー

ティーの躍 り上がるような喜びの描写から,こ の物語は暗い側面を持ち

なが らも輝 くばか りの人間肯定の印象を与える。

この作品は読者 に心か ら迎えられた。厂マーティン ・チャズルウィッ

ト」が必ず しも大人気とならず,そ の売れ行 き不振 を補おうという動機

もあって書かれた作品だけに,作 者にとって大 きな慰めとなった。ジョ

ン ・フォースターは,次 のように執筆の動機 と進行状況を述べている。

 It (Christmas Carol) was the work of such odd moments of leisure  as 

were left him out of the time taken up by two members of his Chuzzlewit; 

and though begun with but the special design of adding something to the 

Chuzzlewit balance, I can testify to the accuracy of his own account of 

what befell him  in its composition, with what a strong  mastery it seized 

him for itself, how he wept over it, and laughed, and wept again, and ex-

cited himself to an extraordinary degree, and how he walked thinking of 

it fifteen and twenty miles about the black streets of London, many and 

many a night after all sober folks had gone to  bed.®

作 者 自 身が 書 き なが ら興 奮 してい る様 子 が よ くわ か る。 彼 が 一番 初 め

の読 者 で,最 も熱 心 な読 者 だ っ たの だ 。「チ ャー ルズ ・デ ィケ ンズ の生 涯」

に よれ ば,当 時 の デ ィケ ンズ は人 気 作 家 で あ った に もかか わ らず,「 チ ャ

ズ ル ウ ィ ッ ト」 の売 れ行 きの 悪 さの た め に苦 境 に立 って い た。 チ ャ ップ

マ ン ・ア ン ド ・ホ ー ル社 との 間 で 出版 契 約 の 問 題 が こ じれ て い た し,養

うべ き家 族 は 多 く,講 演 の依 頼 に は応 じな けれ ば な らな い等 々,雑 事 に

と り囲 ま れ て い た 。 経 済 的 に もbywhichtimethedebtwillhavebeen

materiallyreduced… と述 べ て い る よ う に 大 変 苦 しか った 。 そ こへ きて.

の 「キ ャロル 」 の 大 成 功 は デ ィケ ン ズ を喜 ばせ た が,経 済 的 に は落 胆 さ

せ た 。売 り値 に見 合 わ ぬ 経 費 の か か っ た本 を作 って し まっ たた め,利 益

は思 った ほ どで は なか った の で あ る。

一18一



「クリスマス ・キ ャロル」について「無知」と「欠乏」

しか し なが ら,こ の物 語 に対 す る賛 辞 は惜 しみ な く作 者 に注 が れ た 。

判 事 で あ り,批 評 家 で あ り,ま た デ ィケ ンズ の 友 人 で も あ る フ ラ ンシ ス ・

ジ ェ フ リ ー は1843年12A26日 に デ ィケ ンズ に書 い た 手 紙 の 中 で 次 の よ う

に言 って い る。

 ••We are all charmed with your Carol
, chiefly, I think, for the genuine 

goodness which breathes all through it, and is the true inspring angel by 

which its genius has been awakened. The whole scene of the Cratchetts is 

like the dream of a beneficent angel in spite of its broad reality, and little 

Tiny Tim, in life and death almost as sweet and as touching as Nelly, 

 Well, you should be happy yourself, for you may be sure you have 

done more good, and not only fastened more kindly feelings, but  promp-

ted more positive acts of beneficence, by this little publication, than can 

be traced to all the pulpits and confessionals in Christendom, since 

Christmas 1842.  °

ま た,W・M・ サ ッカ レ ー は1844年2月,Fraser'sMagazineに 載 せ た

書 評 の 中 で,厂 キ ャロ ル」 に は文 学 的 に は欠 点 もあ る,と した う えで,

次 の よ う に書 い て い る。

 Who can listen to objections regarding such a book as this? It 

seems to me a national benefit, and to every man or weman who read it 

a personal kindness. 

これ ち の著 名 人 ば か りで は ない 。 一 般 の 読 者 の 反響 もす ば ら しい もの

だ っ た。 再 び フ ォー ス タ ーか ら引 用 しよ う。

 There poured upon its author daily, all through that Christmas time , 

letters from complete strangers to him which I remember reading with a 

wonder of pleasure; not literary at all, but of the simplest domestic kind 

of which the general burden was to tell him, amid many confidences, ab-

out their  homes, how the Carol had come to be read aloud there, and was
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「ク リスマ ス ・キ ャ ロル 」に つ い て 「無 知 」と 「欠 乏 」

tobekeptuponalittleshelfbyitself,andwastodothemnoendofgood.

0

同 時 代 の 人 々 の 心 を こ れ ほ どまで につ か み得 た の は,デ ィケ ンズ の描

い た ク リス マ ス の精 神 が 読 者 の 共 感 を得 た か らに他 な ら な い 。 ジ ェ フ

リー や カ ー ラ イ ルが 指 摘 して い る よ うに,TinyTimや ス ク ル ー ジ の 少

年 時 代 が 読 者 に与 えた 印 象 も大 きか っ た。 貧 し く苦 しい状 況 の も とで,

け な げ に生 き る少 年 達 は セ ンチ メ ンタ ルで はあ るが,読 者 の共 感 と涙 を

誘 っ た 。読 者 が 心 の 奥 底 に持 って い る願 望 を平 明 に具体 的 に描 い て い る

の で読 者 の情 感 に訴 えた の だ ろ う。 こ の時 に こそ 人 々 は貧 しい者,苦 し

ん で い る者 に寛 容 な心 で 光 を投 げ か け,慰 め を与 え,互 い に感 謝 の気 持

で 過 した い と願 ってい る。 ク リス マ ス は現 実 は さて お い て,歓 喜 の時 で

あ り,「 キ ャロル 」 はそ れ を全 面 的 に肯 定 して い る物 語 な の だ。 しか し,

注 が れ る光 が 眩 しけ れ ば眩 しい ほ ど,そ の作 る影 は深 くな る。 む しろ,

そ の影 の深 さが 輝 きを よ り際 立 たせ る もの だ 。 こ の作 品 に も人 々が 目 を

そ ら して い る現 実 の 醜 さ,悲 惨 さ も織 り込 まれ て い る。

AChristmasTreeと い う小 編 で,デ ィケ ンズ は幼 い 頃 の ク リ スマ ス に

つ い て書 い て い る⑥。 わ くわ くす る よ うな お祭 り騒 ぎ,に ぎや か で 楽 し

い ク リス マ ス 。子 供 で あ れ ば す っか り興 奮 して,頬 を まっ赤 に し,目 を

き ら きら させ て い るで あ ろ う時 に見 た仮 面 を,デ ィケ ンズ は恐 れ,夢 の

中で う な され た の だ。 仮 面 の 無 表情 に,そ の場 にそ ぐわ ぬ何 か を嗅 ぎつ

け た のか もしれ ない。 これ が 光 を作 る影 の部 分 な のだ ろ うか 。 他 の長 編

小 説 に は及 ぼ な いが,こ の作 品 に も明 と暗 の世 界 が あ り,そ の事 が 「キ ャ

ロ ル」 を単 な るお と ぎ話 以 上 の もの に して い る。

ク リス マ ス の意 義 をデ ィケ ンズ は作 中 で,甥 の ブ レ ッ ドに こ う言 わせ.

て い る。

akind,forgiving,charitable,pleasanttime:theonlytime ,Iknowof;in

thelongcalendarofthe _year,whenmenandwomenseembyoneconsent

一20一



「ク リス マ ス ・キ ャ ロル 」につ い て 「無知 」と 「欠 乏 」

toopentheirshut-upheartsfreely,andtothinkofpeoplebelowahemas

iftheyreallywerefellow-passengerstothegrave,andnotanotherrace

ofcreaturesboundon-otherjourneys.°

ど ん な人 で も心 を開 き,他 の 人 々 を受 け入 れ る季 節 。もち ろ んス ク ル ー

ジ は,そ の 様 な言 葉 に心 を動 か され る よ うな 人 間 で は な い。 彼 は刻 苦 勉

励 して 現 在 の地 位 を築 き上 げ に セ ル フ メ イ ド ・マ ンの典 型 の男 だ っ た。

こ の型 はデ ィケ ンズ の 小 説化 に は しば しば登 場 す る 。例 え ば 「辛 い 世 」

のバ ウ ンダ ビー,未 完 の 小 説 「エ ドウ ィ ン ・ ドル ー ドの謎 」の ジ ャス パ ー

等 で あ る。 彼 らは社 会 的 地位 も低 くは な く,経 済 的 に も苦 しい わ けで は

な い。 む しろ豊 か な部 類 に入 る。 た だ,過 去 の 自分 の地 位 か らはい 上 が

る ため,そ して,現 在 の 自分 の地 位 を守 るた め に努 力 を重 ね,自 分 に厳

し く,他 に は さ ら に厳 し く目を 向 け ざ る を得 なか った。 そ して,そ の 間

に様 々 な もの を失 って しま った人 々で あ る。 失 った もの の うち最 も大 き

な もの は,他 に対 す る共感 と想 像 力 で あ ろ う。要 す る に,人 間 ら しい 暖

か い 心 とい え よ うか 。 後 の作 品で は,セ ル フ メイ ド ・マ ンのそ の よ うな

側 面 が よ り掘 り下 げ られ,彼 らの人 格 の 荒廃 の 悲惨 さを示 す よ うに な る

が,「 ク リ ス マ ス ・キ ャ ロル 」 にお い て は,む しろ滑 稽 味 を もっ て描 か

れ て い る。 だ か ら とい って作 者 は主 人 公 を滑 稽 な 人 間,楽 しい 隣 人 と し

て 描 い て い る わ けで は な い 。滑 稽 さで 現 実 の ス クル ー ジ の醜 さ を隠 して

い るが,根 は他 の セ ル フメ イ ド ・マ ン と同 じ と考 え て よい。 ス クル ージ

は,「 オ リバ ー ・ トウ ィス ト」 の ビル ・サ イ ク スや フ ェ イ ギ ンの様 な 犯

罪 者 で はな い 。 彼 はむ しろ,道 徳 的 な意 味 にお ける悪 人 な の だ。

さて,こ こで マ ー レイ の 幽霊 が 登 場 す る まで の ス ク ル ー ジの 心 理 を考

え て み よ う。 ノ ッカ ー が マ ー レイの 顔 に見 え た 時 か ら,ス クル ージ の心

は 動揺 しは じめ る。何 かが 起 るの で はな い か,と い う漠然 と した不 安 に,

室 内 を 綿密 に 調 べ さえ す る。 濃 霧 と雷 とい う 自然 現 象 と,マ ー レイ に お

び え る心 が,マ ー レイ を呼 び寄 せ た とい え る か も しれ ない 。そ して甥 と,
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募金を求めに来た世話人達 とのや りとりも,彼 の心に何らかの影響を与

えたに違いない。

さきに述べたように,マ ーレイは生前の無慈悲な心のために,死 後も

後悔の苦 しみを伴 って終 りのない旅をしている。そして,ス クルージが

自分と同じ運命をたどらぬように忠告するために彼のもとにやって来た

のだった。現在のままのスクルージでは,マ ーレイと同様になるのは明

らかである。その現在 を変え,そ して未来を変える手段 として,作 者は

過去を選んでいる。現在の自分 を否定するために過去を捨て去るのでは

なくて,過 去の自分に立ち戻 っているのだ。このことは注 目しておく必

要がある。この物語はスクルージの再生の物語である,と 言 ったが,こ

の再生は全 く違うものに生れ変るのではなくて,本 来の自分,生 まれた

時の自分に戻る,と いう意味である。そう考えると,現 在のスクルージ

を道徳的悪人 とすると,生 まれた時の彼は善人である。この善人から悪

人への移行の原因は,本 人の意志よりもそうせざるを得なかった情況に

あるだろう。その情況 とは社会の営み自体に他ならない。

第一の幽霊は過去のクリスマスの幽霊で,ス クルージを幼年時代,青

年時代へと導 く。そこでスクルージが見た自分は,甥 や,現 在彼の周囲

にいる人々と同じように,ク リスマスに胸を躍らせる貧 しい少年だった。

彼は自分の過去に感動 し,有 頂天になってそれと一体化する。そして,

それと同時に,現 在の自分を疑問に思う気持が芽生えて くる。彼がこの

過去にもう少 しとどまりたいと願っても,そ れはかなえられず,幽 霊は

スクルージを彼 と貧 しい婚約者との別れの場面につれて行 く。この時の

スクルージは少年時代の彼 とは異なり,「利得」だけを信 じる男になっ

ていた。現在のスクルージの原型である。これから先は現在の自分まで.

一直線に進むばか りだ。何 も頼るものがない少年が,次 第に金の力を認

識 していったとしても不思議はない。 しかし,婚 約者が言うには,ス ク

ルージは,そ れを人世の中で最 も大切 なものにしてしまったのだった。
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これが二人の別れの原因だった。若いスクルージは別れの悲 しみよりも,

持参金のない妻を持たずにすむことで,む しろ,ほ っとしていた。ここ

でスクルージはもう見たくない,立 ち去 りたいと幽霊に訴える。これは,

それまでに見せられた過去によって彼の内面が全 く変ってしまったこと

を示している。最後に第一の幽霊が,貧 しい婚約者の貧 しいけれど幸福

な家庭生活を示 した時,ス クルージは,あ り得たかもしれない自分の平

和な生活を目のあたりにして涙する。この涙はまさに後悔の涙,現 在の

自分 を否定する涙であろう。マーレイの目的は,第一の幽霊の出現によっ

て達せ られている。過去だけで現在のスクルージを変え得ている。それ

も最 も純粋な幼年期の彼自身を示 しただけで。幼年期のスクルージとて,

必ず しもいつ も幸福であったとはいえない。父親からは愛されていな

かったようだし,母 親は全 く登場 しない。貧しく孤独で,自 分で生 きて

いかなければならないタイプの少年だった。けれども,こ の時期,彼 は

疑 うことを知 らぬ無垢な子供だったのだ・そして,現 在のスクルージを

変えたのは,そ ういう過去の自分だった。

ディケンズの小説には,無 垢な子供達が数多 く登場する。ある者は,

「骨董店」のネルや 「オリバー ・トウィス ト」のディックのように
,現

実に打ち負かされて清 らかなままで死に,ま たある者は 「大いなる遺産」

の ピップのように現実に立ち向うために幼年時代の心を捨ててい く。本

人が死んでしまっても,純 真な心を捨ててしまっても,そ の心が大人の

中にそのままの形で残 らないのは同 じである。純真無垢な心は人世のご

く一時期にしか存在 しないので,私 達にはそれが周囲をも浄化する神皇

なものに見えるのだろうか。子供のような純真な心を持った大人 という

の も,デ ィケンズの小説には登場するが,彼 らが読者に与える印象は,

無垢な人,神 聖なる人 というよりは,む しろ愚か者といったものではな

いだろうか。作者がいかに愛情 を込めて書こうとも,彼 らの実在感は希

薄である。作者自身,完 全に子供のような大人など存在するはずがない
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のを知っており,そ れ故,子 供の純粋さにひかれていたのか もしれない。

死んでしまった子供達は別にしても,生 き残った子供達の多 くはどん

な運命 をたどることになるのだろうか。ディケンズは,し ばしば貧窮の

ために幼年時代をあまりにも早 く奪われた子供達を描いている。まだ親

鳥の翼の下にいるべき雛 ともいえる年頃の子供達が,世間に押 し出され,

自らの人世を切 り開かなければならないことに,彼 は深い同情 と憐みを

示 している。彼自身もまさにそうであった。彼が学業を中断して,ウ ォ

レン靴墨工場に務めたのは12歳の時だった。そして,そ の後父ジョンが

負債のため,マ ーシャルシー監獄に家族 と共に入ることになる。ディケ

ンズはたった一人で世間に立ち向かわなければならなかった。Q貧 困も

監獄 も彼にとって想像上のものではなかったし,世 間に放 り出される子

供の悲 しみも,苦 しみもまた同じだった。スクルージもまた,そ ういう

子供の一人だった。早 く独 り立ちしなけければならなかった子供達の中

には,犯 罪に走る者,心 をねじ曲げて生 きる者などもいた。いずれも幼

い我が身を守る方便なのだろう。

第二の幽霊はスクルージに現在を見せ るが,最 後に自らの衣にしがみ

つ く男女の子供を指 し示す。

 They were a boy and girl. Yellow, meagre, ragged, scowling, wolfish; 

but prostrate, too, in their humility. Where graceful youth should have 

filled their features out, and touched them with its freshest tints, a stale 

and shrivelled hand, like that of age, had pinched, and twisted them, and 

pulled them into shreds. Where angles might have sat enthroned, devils 

lurked; and glared out menacing. No change, no degradation, no perver-

sion of humanity, in any grade, through all the mysteries of wonderful 

creation, has monsters half so horrible and  dread.®

■

ここには子供達を憐 む気持 よりは,嫌 悪の感情があるばか りだ。ここ

にいるのは汚れなき子供達ではない。人間としての尊厳を全 く失った怪
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物がいるのだ。美しく無垢であってほしい子供達の,これが現実の姿だっ

た。男の子の名は 「lgnorance」,女の子の名は 「Want」 だった。男の

子の額には 「Doom」 という字が刻 まれている。幽霊は,特 にこの男の

子に注意せよ,と 言うが,こ れは,現 実の醜 さ,悲 惨さの原因を無知に

求めていることになろう。ただ,そ れは個人の無知なのだろうか,そ れ

とも社会全体の無知なのか?

物語の中ではスクルージの過去 ・現在 ・未来をこの三語,「無知」,厂欠

乏」そ して 「運命」又は 「最後の審判」で表わすことができよう。実現

されていないのは最後の一語ばか りである。

クリスマスの朝,目 覚めたスクルージは,「 まだ間に合った」ことを

知 り,今 まで考えもしなかったような善い行ないを数々する。間に合っ

たのは,ク リスマスに,で はなくて,自 分の未来に,で ある。まだ現在

にあって,未 来を変えることができることに感謝しているのだ。たった

一晩で
,そ れまでは目に触れなかった沢山のものを見,後 悔 し,再 び善

人 として生き返っている。言葉 を変えると,悪 人としてのスクルージは

一度死んでいるのだから
,そ の後の彼とは全 く関係のない人間であると

と考えてよいだろう。ただ,彼 の改心は拒否できたにもかかわらず,自

分の過去を受け入れた時に始 っていることは注意 しておかなければなら

ない。幽霊たちは,そ れぞれの現実を見せただけで,そ れらを受け入れ

たのは彼自身なのだから。改心前のスクルージが苛酷な人間に描かれて

いればいるほど,そ ういう人間にも救いを与えている作者は,人 間を肯

定する考えを持 っていたといえよう。

改心後のスクルージはdeusexmachinaと して現実の全ての問題 を,

彼の心がけだけで解決 してい く。その力はわずかに彼の周囲だけにしか

及ばないが,彼 自身 も,周 囲の人々も皆,前 よりは幸福 になれたのだ。

人間が一人一人みな,自 己主義を捨てれば,そ の周囲は社会全体に広が

り,世 の中が変ってい く。この楽天的な社会観は,こ の物語の結末にふ
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さ わ しい が,「Ignorance」 と 「Want」 が 示 した 現 実 の社 会 の 矛 盾 の 解

決 に は ない こ と を作 者 自身 よ く理 解 して い た よ うだ 。 なぜ な ら,こ の 問

題 は以 後 も しば しば彼 の小 説 に現 れ,作 者 の 楽 天 主義 が徐 々 に 変化 して

い くの が読 み とれ るか らだ 。 お と ぎ話 仕 立 てで,喜 び と感謝 にあ ふ れ た

この 物 語 に,人 間 の 不 幸 の 原 因 と して 「Ignorance」 と 「Want」 を挿 入

す る こ と に よ り,こ の物 語 の示 す 現 実 が よ り深 くな って い る ので は ない

だ ろ うか 。
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